
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山崎 聡亮会長 

 年度が新しく始まり、各部門セミナーが行われてお

り、６日に米山記念奨学部門セミナー、14日に管理運

営部門セミナー、15 日に青少年奉仕部門セミナーが

ありました。規定審議会で「ローターアクトが国際ロ

ータリーに加盟することが承認」され、“世界を変え

る行動人”として活動することが望まれています。 

 今日はクラブ協議会です、各部門委員長、各委員長

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大沢 守輝幹事 

① 事業計画書の確認、第 3 第 4 グループ会員名簿

の確認をお願いします。 

② Tシャツのお持ち帰りを。 

③ 「やどかりの里」「ハイライトよねやま」回覧。 

 

 

 

宗像 英明研修委員長  
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RIテーマ「ロータリーは世界をつなぐ」（Rotary Connects the World） 

大宮南RC運営方針「地球人として、何か良いことをはじめよう！」 

 

 

 

 

会員数39名  出席者数20名  出席率54.05% 

欠席した免除適用を受けた正会員数⒉名 

ニコニコBOX               ￥17,000                                            

 

                  

＜地区より 

委嘱状授与＞ 

羽田しげみ会員 

柴田  覚会員 

＜RLI研究会パートⅢ 

修了書授与＞ 

高橋 満広会員 

＜地区より 

新入会員記念品贈呈＞ 

志村 友彦会員 

日野 陽子様 

鈴木 裕貴様 

バザーとグループホーム

について話があった。 

米山奨学生世話クラブの

選考基準の変更。 

寄付はするが奉仕はしな

いという現状がある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

阪泰彦クラブ管理運営部門委員長 

委員会活動を活発に行うために各

委員長と今年度の事を話し合い、

今後に生かしていきます。 

柴田覚プログラム委員長 

一番大切なものは例会で、若い

方が研鑽していく事が必要。互

いを知るための会員卓話も増

やそうと考えています。 

 

金杉和秋親睦委員長 

スケジュールは多岐に渡ってい

ます。各月末に昼間出られない

会員のための夜間例会を企画し

ようと思います。 

 

黒臼秀之会員増強維持部門委員長 

会員増強の為に８月に会員増強

のクラブ協議会を行い、職業分

類について協議し候補者を推薦

していただき増強したいと思い

ます。 

 
佐藤一博会員増強維持委員長 

会員それぞれのネットワークを

駆使した会員増強を行い、職業

分類の掘り起こしをしていきた

いと考えています。皆様のご協

力をお願いします。 

宗像英明研修委員長 

新しい情報をどんどん伝えてい

きます。卓話を増やしていこう

という他クラブと違い奉仕活動

についてのクラブ協議会も増や

していくと良いと思います。 

塚田拓也公共イメージ推進委員 

週報を紙媒体で発行し、HP・フェー

スブックにも掲載します。笑顔が写

真に反映され、それを他の人がイメ

ージして広がっていくことが大事

だと思います。 

福光辰洋奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ部門委員長 

各奉仕委員会が連携して地域に必

要とされる奉仕活動を展開してい

きたいと思います。初めての試み

として RACとの交流で BBQを行い

ます。 

樺沢二郎職業奉仕委員長 

会員の職場訪問が出来たらと思い

ます。職場訪問の際には是非会員

の皆様のご協力をよろしくお願い

いたします。 

羽田しげみ青少年奉仕副委員長 

インターアクト、ローターアクト、

青少年交換がそれぞれと連携がで

きたらと考えておりますので、皆

様のご協力をよろしくお願いいた

します。 

橋本 洋子ロータリー財団委員長 

皆さんの会費から財団に寄付をし

ておりますが、個別にもお願いし

ていきます。目標に関しては達成

するために誠心誠意頑張ります。 

佐藤誠米山記念奨学委員長 

青少年関連の奉仕活動と同時に、

かつて私が先輩に教わったことを

今度はお伝えすることが役割にな

るのだと思います。 


